






研究目的 

カロリー蓄積の少ない、飢餓にきわめて弱い極小未熟児の栄養補給はこれらの児が生存可

能となった現在、早急に解決していかなければいけない問題である。極小未熟児への経静

脈栄養輸液は、投与内容、投与方法、量ともに種々の限界を含むため、施設によりまちま

ちである。さらにその合併症についても不明の点が多い。 

そこでこれら極小未熟児に経静脈栄養輸液を施行した症例について肝障害と死亡例の肺と

肝の所見について検討した。 


